
























































































































































































































































































































































































































































男同土の関係や男性が他の男性に向ける感情 認識する際に使用される図式を明らかにした。しかし、それと問時に、近代イギリス社会に限らず、私たちが同性関係について考 る際に非常に有用な析概念をも『 悶 粋』は提供していると言えよう。もちろん、「ホモセクシュアルとの類似と区別」 一応になってい ホモソ
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ルな存在」でも と主張する意義 出 こよう。しかしながら、女性はヘテロセクシュアリティを通して み男性ホモソ
i
シャル体



































































アン」という「性的」な枠組みを用いざる え い。現代社会においては、相手が同 だろ が異性だろうが、女性が取り結ぶ親密な関係はセクシュアリティ 関わ 語句で表すしかない。女性の関係性・親密性については、社会的には「性的なも が優越性を持ち、高い価値が与えられているので る。「女 のホモソ
i
シャリティ」
が「不在」であるように見える現状は、「性的なもの」と結びつていない強 粋を女性が持 ことができないということ もある。「女性のホモソ!シャリティい つ て考えるこ 、 性的」であることに限られない女性の関係性のあり方を想像するための第
歩






















る理念的・規範的な性格に当てはまらないような関係性を扱いにくいのではないだろうか。社会から切り離され と ろで結ばれる関係は存主しない以上、女関士の関係 あ 方も性差別主義や強制的異性愛の影響を受けていると考えられる。また、男女を問わず同性関係は必ずしも「良きもの」として存在しているのでは く、例えば権力関係を伴うような場合も珍しくない。 し、女同士の緊密な関係性をすべて「シスターフッド で表すと、対象によって その関係の性震がこの
の持つ語感にそぐわず、さらには対等な枠






















































種類 同性関係が合まれていること 見えにくくなっているのではないだろうか。リッチの枠組みから抜け落ちてい のは、女性が結ぶ「一次的なエロスと情動 相手」以外との向性関係を指す用語である。その何者が揃って初めて、女性のホモセクシュアリティとホモソlシャリティの「連続休」に日を向けさせ できるだろ予つ。もちろん、「女性のホモセクシュアリティ」と区別される形で




















な側面を探ろうとすることは、女 の性的欲望を認め、女性の性的主体性を確立しよ 動きと対立するよう 見え かもしれなぃ。しかし、女性の「非性的なもの」を考察 ことは、女性の性的能動性の主張が、女性のイメージを受動的な「性的なも 」から能動 な「 的なもの」に変え、引き続き女性 性的に搾取しようとすることに利用されるだけ ならないようにする役自そ果たしる。女性の新た 性的可能性 探求と、女 の「非性的」 可能性の探求は、どちらか片方では く 共 行われるべきだ 考える。
ジェンダ
lやセクシュアリティに関する研究の進援によって、強



































































































































































Epistemology of the Bonds between 明'0関en : 
The Possibility of the Concept of "Female Homosociality" 
AZUMA, Sonoko 
This paper aims to establish the concept of “ female homosociality", by indicating the significance 
of applying the term of “ homosociality" which is mostly used for men, to women. 
By considering the male homosocial relationship that is a social bond between persons of the 
same sex from a point of view that likened it to and distinguished it from homosexuality, Eve 
Kosofsky Sedgwick m註de apparent the cognitive framework of relations between persons of the 
sam巴 sex， whether “ sexual" or “nonsexual", in modem westem society, and showed that it is valid 
to analyze society by “th巴 nonsexual". To apply “ homosociality" indicating a “ nonsexual" relationship 
between persons of the same sex can make the difficulty of per・ceiving “nonsexual" relationship 
between women visible，在nd put the str・ong connection b巴tween women and “ the sexual" in question. 
And though there are terms showing bonds of women in feminism,“sisterhood" and “ lesbian 
continuum",“female homosociality" has a different significance as analytic concept. 
The concept of “ female homosociality" can be not only effective to analyz巴 male dominant 
societies with compulsory heterosexuality, but also a c1ue making it possible to imagine new bonds 
between women beyond the relationships of women restricted by such societies. 
Key words : the bonds between women, homosociality， βetween Men , compulsory heterosexuality, 
“ the nonsexual" 
85 一一皮肉士の紳の認識論 「針金のホモソーシャリティ j 概念の可能性.一一一
